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度
県
労
福
協
構
成
団
体
合
同
研
修
会
◆

　

研
修
会
は
ま
ず
近
藤
理
事
長
が
「
春
闘
の
方
針
も

確
定
し
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
活
動
が
始
ま
っ
て
い

く
が
、
雇
用
情
勢
は
未
だ
厳
し
く
、
高
卒
の
就
職
率

は
大
変
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中

事
業
団
体
を
含
め
、
ど
う
原
点
に
戻
っ
た
運
動
を
し

て
い
く
か
。
２
０
１
０
年
は
こ
れ
ま
で
の
運
動
を
見

つ
め
な
お
す
年
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。」
と
挨
拶
。
つ
づ
い
て
講
演
に

入
り
ま
し
た
。

　

中
央
労
福
協
高
橋
事
務
局
長
は
「
労
福
協
の
理
念

と
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
題
し
て
、
戦
後
６
０

年
の
時
代
背
景
と
労
福
協
活
動
を
振
り
返
り
、「
昨

年
ア
メ
リ
カ
で
オ
バ
マ
大
統
領
が
誕
生
し
、
日
本
で

も
政
権
が
交
代
し
た
。
こ
れ
は
世
の
中
の
変
化
の
中

で
必
然
的
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
今
は
新
し
い
時
代

の
扉
の
前
（
時
代
の
転
換
点
）
に
立
っ
て
い
る
」
と

時
代
認
識
を
説
明
。
そ
し
て
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
、
急
速
に
拡
大
し
た
格
差
の
縮
小
に
向
け
た

労
働
運
動
の
課
題
、
労
働
者
福
祉
（
事
業
団
体
）
運

動
の
課
題
を
示
し
、
労
福
協
運
動
の
課
題
は
労
働
運

動
の
中
核
に
な
ら
な
い
、
そ
の
周
り
を
取
り
巻
く
問

題
の
解
決
解
消
で
あ
り
、
労
福
協
は
「
福
祉
は
ひ
と

つ
」
と
い
う
初
心
に
立
ち
返
り
、
多
く
の
も
の
と
連

携
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
「
か
す
が
い
」
役
に
な
る
べ

き
と
労
福
協
運
動
の
方
向
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
事
業
団
体
、
労
働
団
体
な
ど
構
成
組
織
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
状
況
及
び
課
題
な
ど
が
発
表

さ
れ
、
県
労
組
会
議
か
ら
は
、「
暮
ら
し
な
ん
で
も

相
談
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
県
か
ら
の
委
託
事
業
化

や
「
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
支
援
メ
ニ
ュ

ー
の
豊
富
化
な
ど
意
見
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
県
労
福
協
か
ら
「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
に
関
す
る
進
捗
状
況
及
び
課
題
、
ま
た
最

終
第
３
期
に
向
け
て
の
課
題
が
報
告
さ
れ
、
続
い
て

地
区
労
福
協
の
活
動
に
つ
い
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
の
後
、高
橋
事
務
局
長
と
質
疑
応
答
が
さ
れ
、

「
な
ぜ
労
働
組
合
に
対
す
る
意
識
が
薄
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
か
」「
中
央
か
ら
何
か
発
信
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
か
」
な
ど
の
質
問
に
対
し
、「
ス
ト

ラ
イ
キ
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
世
代
が
ほ
と
ん
ど
い

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
で
、
組
織
拡
大
に
は
も

っ
と
お
金
を
使
わ
な
け
れ
ば
無
理
」「
中
央
労
福
協

と
し
て　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
貸
付
制
度　

の
創
設
を
提

起
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
瀧
澤
副
理
事
長
が
「
や
る
べ
き
こ
と
は
多

く
あ
る
が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
し
っ
か
り
と
、
地
域

に
労
福
協
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
研
修
会
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
１
月
26
日
～
27
日
に
か
け
て
、
千
曲
市
「
上
山
田
ホ
テ
ル
」
に
於
い
て
、
２
０
０
９
年

度
構
成
団
体
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
研
修
会
は
地
区
労
福
協
も
参
加
し
、
中
央
労

福
協
高
橋
均
事
務
局
長
を
講
師
に
迎
え
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中央労福協高橋事務局長

あいさつをする近藤理事長
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１
月
６
日
（
水
）、
長
野
市
の
ホ
テ
ル
国
際

21
に
お
い
て
、
県
労
福
協
構
成
団
体
に
よ
る
実

行
委
員
会
主
催
で「
２
０
１
０
年
新
春
交
歓
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
の
交
歓
会
は
２
部
構

成
と
し
、第
１
部
は
獨
協
大
学
経
済
学
部
教
授
・

経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
森
永
卓
郎
氏
を
招
き
、「
激

動
の
日
本
経
済
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
」
と
題

し
て
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
主
催
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
。
構
成
団
体
よ
り
２
２
０
余
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
恒
例
の
新
春
交
歓
会
に
は

村
井
知
事
、
北
沢
防
衛
大
臣
ら
来
賓
68
名
含
め

総
勢
約
３
０
０
名
が
参
加
す
る
盛
大
な
交
歓
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
わ
か
り
や
す
く
経
済
を
分
析
し
た

森
永
氏
の
講
演
は
、
参
加
者
か
ら
大
変
好
評
を

得
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
新
春
交
歓
会
は
青
木
専
務
理
事
の

進
行
に
よ
り
、
滝
澤
副
理
事
長
が
開
会
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
後
、構
成
団
体
代
表
者
が
登
壇
し
、

近
藤
理
事
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。　

　

近
藤
理
事
長
は
「
昨
年
、
労
福
協
活
動
も
設

立
60
周
年
を
迎
え
た
。
戦
後
60
年
貧
困
は
無
く

な
っ
た
も
の
と
思
っ
て
き
た
が
、
今
貧
困
が
顕

在
化
す
る
社
会
が
お
と
ず
れ
て
い
る
。
先
輩
た

ち
が
汗
を
流
し
て
築
き
上
げ
た
労
福
協
活
動
の

原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
２
０
１
０
年
は
新
し
い

ス
タ
ー
ト
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か

ら
は
、
ぬ
く
も
り
あ
る
社
会
を
目
指
す
労
福
協

の
活
動
が
益
々
重
要
性
を
増
し
て
い
く
。
今
年

は
県
労
福
協
も
50
周
年
の
節
目
の
年
、
新
た
な

挑
戦
を
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
新
年
の
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。　

　

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
村
井
知
事
が
「
厳
し

い
経
済
状
況
、
雇
用
情
勢
が
続
い
て
い
る
。
長

野
県
も
一
昨
年
か
ら
経
済
対
策
を
打
っ
て
き
て

い
る
が
、
な
か
な
か
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。
働

く
皆
さ
ん
の
福
祉
の
向
上
と
県
民
の
安
心
安
全

安
定
の
た
め
、
私
ど
も
の
立
場
で
し
っ
か
り
や

っ
て
い
く
が
、
こ
の
場
に
参
加
の
皆
様
の
お

力
も
結
集
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
人
来
賓
を
代
表
し
、
北
澤
防
衛
大
臣

が
挨
拶
を
行
い
、「
鳩
山
内
閣
は
批
判
を
い
た

だ
い
て
は
い
る
が
、
７
兆
円
の
補
正
予
算
を
組

み
、
年
内
に
予
算
案
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
年
は
参
議
院
選
挙
の
年
、
国
民
の
選

ん
だ
政
権
が
安
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
支

援
を
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
春
闘
を
迎
え

る
が
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
希
望
の
た
め
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
経
営
者
協
会
山
浦
会
長
の
発
声
で

乾
杯
が
行
わ
れ
、
賑
や
か
に
交
歓
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
例
年
同
様
大
勢
の
参
加
者
が
集
ま
る

中
、
ま
た
時
の
防
衛
大
臣
が
出
席
し
た
事
も
あ

り
、
交
歓
会
は
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
成

功
裏
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
（
土
）
千
曲
市
で
、
就
労
や
生
活

の
相
談
・
支
援
活
動
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

13
団
体
が
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
信
州
の
結
成
集
会

を
か
ね
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
３
２
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
堤
美
果

さ
ん
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

堤
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
で
市
民
運
動
家
が
政

府
内
部
に
入
っ
て
改
革
し
よ
う
と
し
た
が
、
逆

に
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
あ
げ
、
日
本

で
も
市
民
運
動
家
が
政
府
の
審
議
委
員
な
ど
に

入
っ
て
苦
労
し
て
お
り
、
こ
の
人
た
ち
を
孤
立

さ
せ
な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
長
野
県
内
で
の
反
貧
困
運
動
の
よ
う

に「
手
を
つ
な
ぎ
新
し
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
」

こ
と
を
ア
メ
リ
カ
に
も
伝
え
た
い
と
語
り
ま
し

た
。
県
内
で
活
動
す
る
団
体
か
ら
３
人
が
取
り

組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
「
反

貧
困
く
ら
し
と
雇
用
を
守
る
上
小
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
通
称
・
陽
だ
ま
り
ネ
ッ
ト
）
が
年
末
年

始
に
行
う
支
援
活
動
に
は
注
目
が
集
ま
り
ま
し

た
。「
す
べ
て
の
人
々
が
人
間
ら
し
く
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
力
を
尽
く
す
」
と
の
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

参
加
者
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
！

「
反
貧
困
ネ
ッ
ト
信
州
」結
成

「
反
貧
困
ネ
ッ
ト
信
州
」結
成

人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
を

県下各地から集まった参加者

2
0
1
0年
度
県
勤
労
者
体
育
大
会

お知らせ

ー 

種
目
別
実
施
日
・
会
場 

ー

★
テ
ニ
ス
（
男
・
女
）

　

・
9
月
25
日
（
土
）

　
　

長
野
市
東
和
田
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

★
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
・
女
）

　

・
10
月
2
日
（
土
）

　
　

長
野
市
「
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
」

★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
男
・
女
）

　

・
10
月
2
日
（
土
）

　
　

長
野
市
東
和
田
運
動
公
園
総
合
体
育
館

★
野
　

球

　

・
10
月
9
日
（
土
）

　
　

長
野
市
東
和
田
「
県
営
球
場
」

　

・
10
月
10
日
（
日
）

　
　

長
野
市
東
和
田
「
県
営
球
場
」
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連
合
長
野
は
、
昨
年
の
12
月
23
日
（
水
）
～

27
日
（
日
）
の
間
、
長
野
・
松
本
・
佐
久
・
飯

田
の
４
地
区
で
「
勤
労
者
雇
用
・
生
活
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
私
の
対
応
し
た

佐
久
市
在
住
の
Ａ
さ
ん
（
31
歳
）
に
つ
い
て
感

想
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
10
年
程
前
に
結
婚
を
機
に
自
己
所

有
の
土
地
に
家
を
新
築
し
ま
し
た
。
資
金
計
画

は
、
夫
婦
の
連
帯
債
務
に
よ
る
住
宅
金
融
公
庫

か
ら
の
借
入
金
１
７
０
０
万
円
と
、
手
持
ち
資

金
で
あ
り
ま
し
た
。

　

夫
婦
の
合
算
年
収
は
当
時
で
約
５
５
０
万
円

あ
り
、
他
に
特
段
の
借
入
も
無
か
っ
た
こ
と
か

ら
決
し
て
無
理
な
資
金
計
画
で
は
な
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
０
９
年
の
４
月
頃
か
ら
事
態

が
急
変
し
ま
す
。
夫
婦
の
収
入
は
年
々
減
少
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
つ
い
に
は
夏
の
一
時
金

が
夫
婦
共
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
組
合
も
無
く
、

何
も
交
渉
は
で
き
ま
せ
ん
。
子
供
が
大
き
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
教
育
費
も
嵩
み
、
生
活
苦
に
拍

車
が
か
か
り
ま
す
。
８
月
に
は
妻
が
会
社
の
合

理
化
に
よ
り
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

12
年
勤
め
た
妻
の
退
職
金
は
雀
の
涙
程
で
し

た
。
そ
し
て
２
０
０
９
年
の
９
月
に
は
勤
務
先

経
営
者
交
代
に
よ
り
、
夫
の
給
料
が
半
減
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
妻
の
再
就
職
先
も
見
つ
か
ら

ず
、
飲
食
店
で
月
数
万
円
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
懸

命
に
家
計
を
支
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
ア
ル

バ
イ
ト
先
も
11
月
に
は
仕
事
が
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、
相
談
に
見
え
た
時
に
は
夫
婦

で
サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
残
債
務
合
計
が
、

11
件
で
６
０
０
万
円
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
全
て
生
活
費
の
補
填
及
び
住
宅
金
融
公
庫

の
返
済
に
充
て
た
も
の
で
す
。
ま
だ
、
住
宅
金

融
公
庫
の
残
債
も
１
３
０
０
万
円
余
り
残
っ
て

い
る
状
態
で
す
。

　

現
在
、
司
法
書
士
受
任
に
よ
る
個
人
民
事
再

生
（
住
宅
資
金
貸
付
債
権
に
関
す
る
特
則
）
手

続
き
に
入
り
ま
し
た
が
、“

仕
事
さ
え
続
け
ら

れ
て
い
れ
ば
こ
ん
な
事
に
は
…”

と
つ
ぶ
や
い

て
い
た
ご
夫
婦
の
言
葉
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

「
年
の
瀬 

勤
労
者
雇
用
・
生
活
相
談
」
開
催

連
合
長
野

連
合
長
野

（
面
談
対
応
者　

Ｉ
氏
よ
り
）

何でもやる、有償ボランティアのNPOです。内容
にもよりますが、どこよりも格安にて承ります。
（前期高齢者は、後期高齢者のために、ひと肌脱ごう!）

◎パソコンやインターネットも教えます。（　　　　　  です）マンツーマン

■法人事務局　ヘルパーステーション

TEL.026-268-0622　FAX.026-268-1341

hynet@mx2.avis.ne.jp

〒380-0921 長野市鶴賀七瀬中町211-15　
ゆたかフレンズ2F

■上田ステーション

TEL.0268-29-0677　FAX.0268-29-0688

〒386-0014 上田市材木町2-9-4　
クレアールビル4F

■児童福祉センター

TEL.026-223-0900　FAX.026-268-1341

〒380-0921 長野市鶴賀七瀬中町211-15　
ゆたかフレンズ2F

■ケアホーム「じょんのび」

TEL.026-226-5614　FAX.026-226-5614

〒380-0905 長野市鶴賀308　
ゆたかハイツ103

のんびり ゆっくりどこまでも

わたしたちは いっしょに走ります。

●ヒューマンネットながのは…

庭木の手入・草取り 片付け・ゴミ出し

高齢者用弁当の配達 食料品等の買出し

風呂の清掃・洗濯等 住宅の修繕リフォーム

話し相手・見守り 通院外出の付き添い

犬の散歩・預かり 冬の玄関雪かき（北部）

トラブルの相談 その他（　　　　）

TEL 251-3111 FAX 251-3130

長野市西三才2184-1（三才駅前会館）

ホットラインながの生活支援の
NPO法人

　地域で暮らす障害児・者や高齢者およびその家族を支援していくこ

とを目的に、設立された特定非営利活動法人です。1998年5月発足。

　県内外に200名余の会員の参加によって、運営されています。

●わたしたちは支援を必要とする方の生活を全力で支えます!
　私たちは、障害があっても「地域で暮らしたい」という思いを尊重

し、障害者やその家族とともに、広範囲な人々のネットワークによ

り、QOL（日常生活の質）の向上を目指しています。そのために公的

なサービスのみならず、アテンダントサービスやボランティアの支援

なども含めて「あったらいいな」の実現を目指します。

JR三才駅

至豊野

至古牧小

至北長野

至
市
立
長
野
高
校 駐車場

ローソン
八十二

銀行

ホットライン
ながの

JR三才駅

至豊野

至古牧小

至北長野

至
市
立
長
野
高
校 駐車場

ローソン
八十二

銀行

ホットライン
ながの

こんな活動をしています。 ～NPO紹介～

ー 
雇
用
情
勢
の
悪
化
が
家
計
を
圧
迫
！ 

ー
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紹
介
責
任
者
：
滝
沢
広
重

　

就
職
相
談
員
：
木
村
忠
雄

　

開

所

日

時
：
平
日（
月
・
水
・
金
）

　
　
　
　
　
　
　

１
０:

０
０
～
１
５:

０
０

　

住
所
・
電
話
：
松
本
市
渚
１
︱
２
︱
１

　
　
　
　
　
　
　
　

０
２
６
３（
31
）３
５
３
０

　

約
半
年
間
の
求
職
相
談
者
は
６
１
０
名
、
求

人
数
は
１
２
５
名
、
採
用
決
定
者
は
21
名
で
す
。

　

紹
介
責
任
者
・
相
談
員
：
北
原
平
吾

　

開

所

日

時
：
９:

０
０
～
１
７:

０
０

　
　
　
　
　
　
　

就
職
相
談
要
予
約

　

住
所
・
電
話
：
伊
那
市
西
町
５
８
２
４

　
　
　
　
　
　
　

勤
労
会
館
内

　
　
　
　
　
　
　

０
２
６
５
（
73
）
６
０
２
９

　

※
職
業
紹
介
事
業
は
国
の
認
可
事
業
の
た
め
す

べ
て
事
業
許
可
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

紹
介
責
任
者
・
相
談
員
：
三
井
正
二

　

開

所

日

時
：
９:

０
０
～
１
６:

０
０

　

住
所
・
電
話
：
岡
谷
市
中
央
３
︱
１
︱
23

　
　
　
　
　
　
　

０
２
６
６
（
75
）
０
２
８
０

　

紹
介
責
任
者
・
相
談
員
：
井
上
秀
治

　

開

所

日

時
：
平
日

　

住
所
・
電
話
：
佐
久
市
岩
村
田
７
９
５
︱
１

　
　
　
　
　
　
　

０
２
６
７
（
78
）
３
０
２
９

　

相　

談　

員
：
丸
山
昇
益
（
社
会
保
険
労
務
士
）

　

Ｆ　

Ａ　

Ｘ
：
０
２
６
３
（
39
）
１
１
２
３

◎
そ
の
他
の
地
域
の
就
職
相
談
員

　

受

付

時

間
：
平
日
９:

０
０
～
１
７:

０
０

　

長

野

地

区
：
山
口
正
人
（
社
会
保
険
労
務
士
）

　

上

田

地

区
：
滝
沢
博
文
（
社
会
保
険
労
務
士
）

　

飯

田

地

区
：
木
下
正
志
（
飯
田
地
区
労
福
協
）

　

中

野

地

区
：
吉
岡
晴
夫
（
北
信
地
区
労
福
協
）

　

全　
　
　

県
：
青
木
正
照
（
労
福
協
専
務
理
事
）

　

今
後
は
、
上
田
・
長
野
地
区
に
無
料
職
業
紹

介
所
を
開
設
す
る
予
定
。

　

世
界
金
融
危
機
を
発
端
に
、
非
正
規
労
働
者

の
解
雇
、
そ
し
て
現
在
は
そ
の
波
が
正
社
員
に

及
ん
で
い
ま
す
。
政
府
も
雇
用
対
策
と
し
て
基

金
訓
練
な
ど
職
業
訓
練
の
機
会
を
増
や
し
て

い
る
中
、
ジ
ョ
ブ
な
が
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
松
本
で
は
２
月
８
日
、
中
部
電
力
松
本

営
業
所
を
会
場
に
、
若
年
求
職
者
中
心
に
40
名

（
通
常
の
２
倍
の
人
員
）
を
対
象
と
し
た
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
が
面
接
官
、
観
察
者
、
面
接
者
に
な

っ
て
行
う
模
擬
面
接
で
は
、
緊
張
か
ら
動
作
が

ぎ
こ
ち
な
い
人
も
い
ま
し
た
が
、
質
問
内
容
に

対
し
て
簡
潔
適
格
に
回
答
し
、
積
極
的
に
自
ら

を
Ｐ
Ｒ
す
る
人
も
あ
り
、
な
ぜ
失
業
中
な
の

か
、
な
ぜ
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
の
か
不
思
議

に
思
え
る
受
講
生
が
多
い
状
況
で
、
参
加
し
た

労
福
協
の
相
談
員
は
雇
用
情
勢
の
厳
し
さ
を
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

有
効
求
人
倍
率
が
上
が
ら
な
い
背
景
に
、
一

向
に
増
え
な
い
求
人
数
が
あ
り
ま
す
。
就
職
支

援
の
方
法
と
し

て
、
い
か
に
求

人
を
増
や
し
て

い
く
か
ま
た
働

く
場
を
創
造
し

て
い
く
か
。
こ

こ
に
も
労
福
協

が
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
見
え

て
き
ま
す
。

＝
県
内
４
か
所
に
無
料
職
業
紹
介
所
開
設

＝

就
職
相
談
か
ら
職
業
紹
介
へ

　

生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
失
業
・

離
職
者
支
援
と
し
て
、
昨
年
よ
り
モ
デ
ル
地
区

を
中
心
に
無
料
職
業
紹
介
事
業
を
開
始
し
、
厳

し
い
雇
用
情
勢
の
中
就
職
活
動
を
続
け
る
求
職

者
に
対
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
就
職
を
果

た
す
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
ジ
ョ
ブ
な
が
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
松
本

◎
上
伊
那
地
区
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

◎
ジ
ョ
ブ
な
が
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
諏
訪

◎
ジ
ョ
ブ
な
が
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
佐
久

◎
24
時
間
Ｆ
Ａ
Ｘ
就
職
相
談

〝
求
人
減
！
働
く
場
の
創
造
必
須
〟熱心に聴き入る40名の参加者

就
職
支
援
事
業
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
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１
．
罰
則
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車

は
、
自
賠
責
法
に
基
づ
き
、
自
賠
責
共
済
（
保

険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
運
転
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。

　

自
賠
責
共
済
（
保
険
）
に
加
入
せ
ず
人
身
事

故
を
起
こ
す
と
、
も
と
も
と
自
賠
責
共
済
（
保

険
）
か
ら
支
払
わ
れ
る
賠
償
金
が
す
べ
て
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
任
意
保
険
に
加
入

し
て
い
て
も
、
支
払
わ
れ
る
の
は
自
賠
責
共
済

（
保
険
）
の
補
償
限
度
を
超
え
た
金
額
の
み
で

す
。

　

た
と
え
ば
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

自
賠
責
共
済
（
保
険
）
に
加
入
し
て
い
れ
ば

３
０
０
０
万
円
を
限
度
に
と
し
た
共
済
金
（
保

険
金
）
が
支
払
わ
れ
、
限
度
を
超
え
た
金
額

が
任
意
共
済
（
保
険
）
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す

が
、
未
加
入

だ

っ

た

場

合
は
、
こ
の

３
０
０
０
万

円
を
自
分
で

賠
償
し
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

た
と
え
事

故
を
起
こ
さ

な
く
て
も
、

自
賠
責
共
済

（
保
険
）
に

未
加
入
で
運

行
し
た
場
合

は
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰

金
、
自
賠
責
共
済
（
保
険
）
の
証
明
書
を
所
持

し
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
も
30
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
無
共
済
（
保

険
）
で
の
運
転
は
交
通
違
反
と
な
り
６
点
減
点

に
な
り
、
即
座
に
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま

す
。

２
．
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
に
国
（
国
土
交
通

　
　

省
）
な
ど
か
ら
求
償
さ
れ
ま
す
。

　

加
害
者
が
、
自
賠
責
共
済
（
保
険
）
に
加
入

し
て
お
ら
ず
、
国
土
交
通
省
が
損
害
賠
償
責
任

者
（
加
害
者
や
自
動
車
の
所
有
者
な
ど
）
に
代

わ
っ
て
被
害
者
に
損
害
の
て
ん
補
を
行
っ
た
場

合
、
国
土
交
通
省
は
、
被
害
者
が
本
来
の
損
害

賠
償
責
任
者
に
対
し
て
有
す
る
損
害
賠
償
請
求

権
を
代
位
取
得
し
、
損
害
賠
償
責
任
者
に
対
し

て
求
償
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
者
が
国
民
健
康
保
険
や
労
働
者

災
害
補
償
保
険
な
ど
各
種
保
険
を
利
用
し
た
場

合
に
は
、
国
土
交
通
省
以
外
の
政
府
機
関
か
ら

も
そ
の
損
害
賠
償
額
を
求
償
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

損
害
賠
償
責
任
者
が
弁
済
し
な
い
場
合
は
、

国
が
損
害
賠
償
責
任
者
を
相
手
に
、
損
害
賠
償

訴
訟
を
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

そ
の
後
、
裁
判
所
の
判
決
に
従
い
損
害
賠
償

責
任
者
が
、
所
持
し
て
い
る
自
動
車
、
土
地
や

建
物
、
給
与
等
に
つ
い
て
差
し
押
さ
え
を
実
施

し
、
裁
判
時
に
回
収
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

長
野
ろ
う
き
ん
で
は
２
０
１
０
年
２
月
１

日
よ
り
、
都
銀
・
地
銀
・
信
金
・
信
組
・
Ｊ

Ａ
な
ど
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
加
盟
の
提
携
金
融
機
関
や

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
さ
ら
に
コ
ン
ビ
二
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
利
用
し
て
お
引
出
し
さ
れ
た
場
合
の
手

数
料
を
全
額
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
サ

ー
ビ
ス
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
手
数
料
還
元
サ
ー
ビ

ス
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
長
野
ろ
う
き
ん
の
普

通
・
貯
蓄
預
金
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
ご
利
用
者

が
、
当
金
庫
と
提
携
す
る
他
金
融
機
関
自

動
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
で
カ
ー
ド
取
引
を
す
る
場

合
、
そ
の
際
発
生
す
る
ご
利
用
手
数
料
は
、

毎
月
末
日
ま
で
の
ご
利
用
分
を
と

り
ま
と
め
、
取
引
日
時
や
回
数
の
制

限
な
く
、
お
取
引
さ
れ
た
翌
月
の
25

日
（
非
営
業
日
の
場
合
は
そ
の
翌
営

業
日
）
に
、
全
額
を
お
客
さ
ま
の
該

当
口
座
へ
入
金
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
）
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
併

せ
て
、
２
月
１
日
よ
り
「
ろ
う
き
ん

利
用
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

中
。
２
０
１
１
年
３
月
末
ま
で
に
以

下
①
～
⑥
を
ご
契
約
さ
れ
た
方
に
も

れ
な
く
「
ボ
ー
ル
ペ
ン
＆
蛍
光
ペ
ン

の
３
本
セ
ッ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

①
給
与
振
込
指
定
の
新
規
ご
契
約

②
給
与
天
引
き
に
よ
る
普
通
預
金
へ

　

の
新
た
な
ご
入
金（
５
万
円
以
上
）

③
公
的
年
金
指
定
の
新
規
ご
契
約

④
無
通
帳
型
普
通
預
金
作
成
（
新
規
・
通
帳

　

型
か
ら
の
切
り
替
え
）

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン

　

グ
の
新
規
ご
契
約

⑥
Ｗ
ｅ
ｂ
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
の
新
規
ご
契

　

約

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
手
数
料
還
元
サ
ー
ビ
ス
で
、

よ
り
お
得
で
便
利
に
な
っ
た
ろ
う
き
ん
の
各

種
商
品
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
利
用
し
て
み
よ

う
！

　

詳
細
は
お
近
く
の
ろ
う
き
ん
窓
口
、
ま
た

は
長
野
ろ
う
き
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

〔h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
a

g
a

n
o

-r
o

k
in

.

co
.jp

/

〕

も
し
も
、自
賠
責
共
済（
保
険
）に
加
入
し
て
い
な
い
と

・違反点数6点かつ、
・免許停止処分

・1年以下の懲役または、
・50万円以下の罰金

＋

Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
手
数
料
還
元
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ー
ト
！

 

ろ
う
き
ん
利
用
拡
大

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
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「無料で点検します」といって、
屋根や床下を点検し、雨漏りや
シロアリなどの被害があると
いって不安にさせ、高額な修理
などの契約をさせる手口

点検商法

電話を利用して、家族などを装
い、トラブルなどの名目でお金
の振込みを要求します。

振り込めサギ（オレオレ詐欺）

長年使用の石油ファンヒーター
空気が通るホースが劣化してひ
びが入っていたために一酸化炭
素中毒の事故がおきた事例があ
りました。

家庭内の製品事故の例

暖房器具を出す
この季節は、使う前に
よく点検しましょう！

高齢者が悪質商法の被害や製品事故にあわないためには、さまざまな方
の見守りが必要です。見守る方々は次のような点に留意して見守りをお願
いします。

日常生活での気づき
家の様子や本人の様子で何か変わったとこ
ろはないか、悪質商法や振り込め詐欺の被
害にあっているような様子はないか
家庭製品に異常（音やにおい）はないか

トラブルにあったとき、
あいそうなとき

市町村相談窓口、県消費生活センター、警察等にご相談
ください。
また、製品の不具合については、メーカー、販売店等へお
問い合わせください。

…など注意
してあげて
ください。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
！
気
を
つ
け
て
！

『困った』『どうしよう』そんな時は県消費者生活センター
又はお住まいの市町村消費相談窓口に早めにご相談を！

県消費生活センターでは出前講座も受け付けております！

長野消費生活センター

松本消費生活センター

消費生活センターおかや

飯田消費生活センター

上田消費生活センター

☎ O26-223-6777

☎ O263-35-1556

☎ O266-23-8260

☎ O265-24-8058

☎ O268-27-8517

FAX O26-223-6771

FAX O263-35-0949

FAX O266-23-8248

FAX O265-21-1703

FAX O268-25-0998

（長野市大字中御所字岡田98-１ 県長野保健福祉事務所庁舎１階）

（松本市中央１-23-１ 松本商工会館内）

（岡谷市中央町１-１-１ ララオカヤ１階）

（飯田市追手町２-641-47 飯田市美術博物館隣）

（上田市材木町１-２-６ 県上田合同庁舎６階）

高
齢
化
社
会
や
核
家
族
化
の
進
行
に
よ
り
、
お
年
寄
り
の
一
人
暮
ら
し
や
お
年
寄
り
だ
け
の
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
世
帯
は
、
最
新
の
社
会
生
活
の
情
報
が
入
り
に
く
く
、
加
齢
に
伴
う
心
身
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、

悪
質
商
法
の
被
害
や
家
庭
製
品
の
事
故
に
あ
う
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
次
の
よ
う
な
場
面
に
出
く
わ
し
た
ら
、
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

家
庭
製
品
の
事
故
・
悪
質
商
法

高齢者を狙った悪質商法の例
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《
夫
の
死
後
、
債
権
者
か
ら
返
済
の
催
促
が

…
。
》

　

今
年
１
月
夫
が
病
気
で
急
逝
し
、
そ
の

後
、
間
も
な
く
し
て
夫
の
債
権
者
か
ら
返
済

の
請
求
が
来
た
。

　

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
か
全
く
分
か

ら
ず
困
っ
て
い
る
。

　

相
続
人
は
妻
の
自
分
と
子
供
１
人
で
あ
る
。

【
回
答
】

　

相
続
人
は
配
偶
者
と
子
供
で
あ
り
、
相
続
分

は
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
と
な
る
。

　

相
続
に
は
「
単
純
承
認
」「
限
定
承
認
」「
放

棄
」
が
あ
る
が
、
単
純
承
認
は
特
に
手
続
は
必

要
な
く
、
無
限
に
被
相
続
人
の
権
利
義
務
を
承

継
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
限
定
承
認
や
放
棄
は
、
自
己

の
た
め
に
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
と
き
か
ら
３
ヶ
月
以
内
に
、
相
続
放
棄
あ
る

い
は
限
定
承
認
の
申
述
を
家
庭
裁
判
所
に
行
う

必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
３
ヶ
月
と
い
う
期
間
は
、
利
害
関
係
人

の
請
求
に
よ
っ
て
伸
長
し
て
貰
う
こ
と
が
出
来

る
。

　

な
お
、
３
ヶ
月
以
内
に
相
続
放
棄
あ
る
い
は

限
定
承
認
の
申
述
を
し
な
い
場
合
は
、
単
純
承

認
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。

　

遺
産
の
う
ち
、
積
極
的
財
産
（
プ
ラ
ス
の
財

産
）
と
消
極
的
財
産
（
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
）
を

比
べ
、
積
極
的
な
財
産
の
方
が
多
け
れ
ば
単
純

承
認
を
す
れ
ば
よ
い
。

　

も
し
、
消
極
的
財
産
の
方
が
多
け
れ
ば
、
相

続
の
放
棄
を
す
れ
ば
よ
い
。

　

積
極
的
な
財
産
と
消
極
的
財
産
を
比
べ
、
判

断
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
限
定
承
認
を
す
る
。

限
定
承
認
は
、
共
同
相
続
の
場
合
、
共
同
相
続

人
全
員
が
共
同
し
て
の
み
行
う
こ
と
が
出
来
る

（
民
法
９
２
３
条
）
の
で
、
相
続
人
全
員
の
合

意
が
必
要
と
な
る
。

　

限
定
承
認
は
、
相
続
に
よ
っ
て
得
た
財
産
の

限
度
に
お
い
て
の
み
被
相
続
人
の
債
務
及
び
遺

贈
を
弁
済
す
べ
き
こ
と
を
留
保
し
て
、
相
続
の

承
認
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
相
続
人
固
有
の
資

産
に
影
響
を
与
え
な
い
相
続
方
法
で
あ
る
。
し

か
し
、
相
続
財
産
と
相
続
人
固
有
の
財
産
を
分

離
し
て
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
弁
済
手
続
も

民
法
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
注
意

を
要
す
る
。

　

遺
産
の
評
価
に
つ
い
て
、
不
動
産
等
は
専
門

的
な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
弁
護
士
等
の
専
門

家
に
相
談
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
事
例
②
】

《
相
続
放
棄
し
た
い
が
、
住
居
が
父
名
義
で

難
し
い
。
》

　

少
し
前
に
亡
く
な
っ
た
父
が
、
カ
ー
ド
会

社
や
信
販
会
社
か
ら
の
借
入
金
が
５
７
０
万

円
も
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　

そ
の
他
に
８
０
０
万
円
位
の
借
金
が
あ

り
、
資
産
よ
り
負
債
の
ほ
う
が
多
い
が
、
自

分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
住
居
は
父
名
義
な
の

で
相
続
放
棄
が
で
き
な
い
。
ど
う
し
た
ら
良

い
か
。

　

相
続
人
は
母
と
、
長
男
で
あ
る
自
分
（
大

学
生
）
と
妹
の
３
人
で
あ
る
。

【
回
答
】

　

父
親
の
債
務
が
合
計
で
１
，
３
７
０
万
円
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
現
在
住
ん
で
い
る
住

居
の
評
価
額
が
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の
か
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

仮
に
、
債
務
額
１
，
３
７
０
万
円
以
上
の
評

価
額
で
あ
れ
ば
、
単
純
承
認
を
し
た
う
え
で
、

相
続
し
た
債
務
に
つ
い
て
、
債
権
者
と
交
渉
し

分
割
払
い
等
返
済
可
能
な
支
払
い
方
法
を
模
索

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
住
居
の
評
価
額
が
相
続
し
た
債
務
額

よ
り
低
い
場
合
、
相
続
開
始
か
ら
３
ヶ
月
以
内

で
あ
っ
て
限
定
承
認
と
い
う
方
法
を
採
れ
る
の

で
あ
れ
ば
限
定
承
認
を
選
択
す
る
。

　

既
に
期
間
が
過
ぎ
て
お
り
限
定
承
認
の
方
法

を
採
れ
な
い
場
合
は
、
単
純
承
認
し
た
場
合
と
同

様
相
続
債
権
者
と
交
渉
す
る
こ
と
に
な
る
。
限
定

承
認
す
る
と
、
相
続
人
は
、
積
極
的
な
財
産
の
限

度
内
で
相
続
債
権
者
に
弁
済
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
相
続
債
権
者
へ
の
弁
済
の
た
め
、

積
極
的
財
産
で
あ
る
住
居
を
換
価
す
る
必
要
が

あ
り
、
民
法
９
３
２
条
は
、
原
則
と
し
て
競
売

に
よ
る
と
定
め
て
い
る
。

　

但
し
、「
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
鑑
定
人

の
評
価
に
従
い
、
相
続
財
産
の
全
部
又
は
一
部

の
価
額
を
弁
済
し
て
そ
の
競
売
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
の
で
、
家
庭
裁
判
所

に
鑑
定
人
を
選
任
し
て
貰
い
、
そ
の
評
価
額
を

弁
済
し
て
住
居
を
確
保
で
き
る
余
地
は
あ
る
。

　

債
権
者
に
対
す
る
返
済
は
一
括
返
済
と
な
る

の
で
、
住
居
の
評
価
額
に
相
当
す
る
お
金
を
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

財
務
省
統
計
に
よ
る
と
、
Ｈ
19
年
分
年
間
死

亡
者
数
に
対
す
る
相
続
税
課
税
対
象
者
と
な
っ

た
被
相
続
人
数
の
割
合
は
４
・
２
％
で
、
過
去

４
年
間
同
率
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

基
礎
控
除
額(5

,0
0
0

万
円
＋1

,0
0
0

万
円
×

法
定
相
続
人
の
数)

が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
般

の
人
に
と
っ
て
相
続
税
は
あ
ま
り
縁
の
な
い
も

の
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
亡
く
な
っ
た
人
に
債
務
が
あ
っ
た
場
合

の
相
続
に
つ
い
て
は
、
思
い
が
け
な
い
状
況
に
も
な

り
兼
ね
な
い
難
し
い
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
手
続
き

に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、一
日
も
早
く
、
弁
護

士
な
ど
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

県
労
福
協
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
で
は
、
必

要
に
応
じ
て
１
時
間
無
料
の
弁
護
士
相
談
へ
の

ご
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

家
族
の
大
国
柱
が
急
に
亡
く
な
っ
た
悲
し
み
の
な
か

で
、
残
さ
れ
た
家
族
は
こ
れ
か
ら
ど
う
暮
ら
し
て
い
く

か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
悲
運
と
嘆
い
て
み
て
も
、
時
間
的
な
制
約
の
中

で
最
善
の
選
択
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
号
は
、
当
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
相
談
員
（
長
野
県
弁
護
士
会
元
会
長
）
の
田
中
善
助
弁
護
士
の
相
談

事
例
か
ら
、相
続
財
産
が
債
務
（
借
金
）
の
方
が
多
い
場
合
の
相
続
の
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〟

ƒ
０
１
２
０—

３
９—

６
０
２
９

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
特
定
社
会

保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談
日
で
す
。

「
債
務
が
多
い

 

遺
産
の
相
続
」

シリーズ
No.24

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

田中善助　弁護士

【
事
例
①
】

　

相
続
放
棄
は
、
プ
ラ
ス
の
財
産
も
マ
イ
ナ
ス
の
財

産
も
全
く
相
続
し
な
い
と
い
う
も
の
で
、
相
続
開
始

を
知
っ
て
か
ら
３
ヶ
月
以
内
に
家
裁
に
申
立
て
、
家

裁
が
放
棄
の
申
述
を
受
理
す
る
旨
の
審
判
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
が
生
じ
、
そ
の
相
続
人
は
、

初
め
か
ら
相
続
人
で
な
か
っ
た
も
の
と
看
做
さ
れ
る
（
相
続
放

棄
申
述
証
明
書
の
交
付
）。

　

し
か
し
、
相
続
人
が
単
純
承
認
し
た
後
に
、
遺
産
を
取
得
し

な
い
こ
と
を
俗
に
「
相
続
分
の
放
棄
」
と
い
う
が
、
遺
産
分
け

で
「
何
も
い
ら
な
い
」
と
言
っ
て
遺
産
を
受
取
ら
な
い
こ
と
は
、

厳
密
な
意
味
で
の
放
棄
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
法
的
な
手
続

き
を
し
て
相
続
放
棄
し
た
者
は
プ
ラ
ス
の
財
産
も
マ
イ
ナ
ス
の

財
産
も
継
承
し
な
い
の
に
対
し
、
相
続
分
の
放
棄
を
し
た
と
し

て
も
、
借
金
な
ど
の
相
続
債
務
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
注
意
が
必
要
。

「
相
続
放
棄
」
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山
な
み

　

第
４
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾(

２
月
５
日
開
催)

の
中
で
中
央
労
福
協
笹
森
会
長
は
、
連
合
の
21
世

紀
ビ
ジ
ョ
ン
で
「
労
働
を
中
心
と
し
た
福
祉
型
社

会
の
創
造
」
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
必
須
な
も

の
は
〝
均
等
待
遇
〟
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

格
差
社
会
か
ら
貧
困
社
会
へ
と
陥
ろ
う
と
し
て
い

る
今
、
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
出
来
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
、
１
人
ひ
と
り
が
行
動
を
起
こ
す
時
。 

　

皆
さ
ん
は
『
映
画
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
』
を

観
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
１
９
６
０
年
代
の
労

働
問
題
を
取
り
上
げ
た
映
画
で
、
主
人
公
の
中
学

生
を
演
じ
る
吉
永
小
百
合
の
セ
リ
フ
に
「
一
人
の

五
歩
よ
り
五
人
の
一
歩
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
は
、
ア
イ
ド
ル
が
当
時
の
労
働
組

合
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
映
画
の
中
の
一
番
主
要
な
場

面
で
使
っ
た
も
の
で
、
組
合
が
何
の
抵
抗
感
も
な

く
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
社
会
的
影
響
力
を
持

っ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

　

私
た
ち
の
未
来
を
守
る
の
は
自
然
環
境
ば
か
り

で
は
な
く
、
働
く
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
。
お
い
し
い
空
気
が
あ
っ
て
も
、
働
き

収
入
を
得
な
け
れ
ば
生
き
て
い
く
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。
将
来
に
渡
り
如
何
に
仕
事
を
作
り
出
し
て

い
く
か
。
雪
を
頂

い
た
壮
大
な
富
士

山
を
窓
越
し
に
見

な
が
ら
、
そ
ん

な
こ
と
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た

研
修
会
で
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
青
）

厳冬期の壮大な富士山

8つ

　下に並んだ二枚の絵を見比べて違っている箇所を 8つ探して下さい。
　日頃使わない脳への刺激になるかと思います。

1　　　2　　　3　　　4　　　5 1　　　2　　　3　　　4　　　5

A

B

C

D

（画：生協連　土屋　英夫氏）

 

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

　

県
労
福
協
へ

　

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る

　

意
見
・
要
望
を
何
か
一
言
。

　

（
意
見
・
要
望
は
匿
名
で
掲
載

　

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ

　

い
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
）

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

　

所
属
団
体
（
単
組
名
）
又
は

　

勤
務
先
を
忘
れ
ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

　

当
選
者
5
名 

一
、〇
〇
〇
円
分

　

の
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
3
月
31
日

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

当
選
者

 

特
等
（
敬
称
略
）

　

渡
辺
み
ゆ
き
（
安
曇
野
市
）

当
選
者
（
10
名
・
敬
称
略
）

　

水
無
瀬
美
咲
（
上
田
市
）

　

伊
藤　

節
子
（
伊
那
市
）

　

梅
本　

裕
子
（
上
松
町
）

　

成
沢　

勇
次
（
長
野
市
）

　

市
瀬　

邦
子
（
飯
田
市
）

　

松
山
由
美
子
（
茅
野
市
）

　

大
野　

恭
裕
（
伊
那
市
）

　

向
山　
　

恵
（
箕
輪
町
）

　

土
屋　

貴
子
（
安
曇
野
市
）

　

三
澤　

美
雪
（
上
田
市
）

新
年
号
の
正
解
は

12
月
号
の
正
解
は

当
選
者
（
5
名
・
敬
称
略
）

　

田
中　

静
子
（
佐
久
市
）

　

増
澤　

裕
太
（
岡
谷
市
）

　

中
塚
み
ね
子
（
中
川
村
）

　

小
松　

治
道
（
松
本
市
）

　

宮
坂　

武
人
（
千
曲
市
）
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